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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 8,549 △3.1 △60 ― △105 ― △148 ―
22年3月期第3四半期 8,827 △25.2 369 18.2 316 77.6 173 91.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △24.73 ―
22年3月期第3四半期 28.84 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 9,569 3,766 39.3 627.03
22年3月期 10,786 4,007 37.1 667.15

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  3,766百万円 22年3月期  4,007百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有  
22年３月期期末配当金の内訳 普通配当15円00銭 記念配当3円00銭 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 18.00 18.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
12.00 12.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,200 △6.5 160 △74.2 90 △83.6 20 △93.3 3.32

jtanaka
新規スタンプ



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 6,050,000株 22年3月期  6,050,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  43,684株 22年3月期  42,705株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 6,007,016株 22年3月期3Q 6,007,660株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日までの３ヶ月）におけるわが国経済は、政府

による経済対策の効果などにより一部企業において回復の兆しがみられましたが、円高の進行や海外の金融不安に加

え、デフレの進行による企業業績の低迷から雇用情勢および所得環境が依然として厳しく、先行き不透明な状況で推

移しました。  

 当社グループの第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日までの３ヶ月）としましては、

漁船の減少および不漁により運搬数量が伸びず、売上高28億４千万円(前年同期比３億４千３百万円 10.7％減)、営

業利益１億４千３百万円(前年同期比３千万円 17.3％減)、経常利益１億２千８百万円(前年同期比１千４百万円 

10.2％減)、四半期純利益１億２千６百万円(前年同期比２千７百万円 27.8％増)となりました。 

 当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日までの９ヶ月）としましては、売上高85億４

千９百万円(前年同期比２億７千８百万円 3.1％減)、営業損失６千万円(前年同期 営業利益３億６千９百万円)、経

常損失１億５百万円(前年同期 経常利益３億１千６百万円)、四半期純損失１億４千８百万円(前年同期 四半期純

利益１億７千３百万円)となりました。 

 当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日までの３ヶ月）における、セグメントごとの

業績は、次のとおりであります。なお、セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなってお

ります。 

 ①  海運事業 

 海運事業につきましては、10月以降も燃油価格が緩やかに上昇し高止まりの傾向が続き、コスト増大の要因となり

ました。加えて多くの台湾漁船が10月以降の漁期に合わせ操業を開始しましたが、当該期間中での漁獲の回復が予想

以上に遅れたこと、またインド洋海域での海賊の行動範囲がさらに広がりを見せ、漁船の操業可能海域の減少から運

搬数量が落ち込みました。さらに地中海での蓄養まぐろ加工事業においては、顧客間の買い付け交渉が難航し、加工

作業にも遅延が生じたことなどにより、売上は大きな影響を受けました。この結果、売上高11億６千８百万円、セグ

メント利益１億７千９百万円となりました。 

 ②  貿易事業 

 貿易事業につきましては、国内の遠洋延縄漁船向け餌の保税再販売が順調に推移し、また、まぐろおよびその他の

魚種の委託輸入も順調に推移しましたが、円高の影響により輸出関連は伸び悩み、この結果として、売上高７億２千

８百万円、セグメント利益は１千万円となりました。   

 ③  洋上給油事業 

 洋上給油事業につきましては、漁船船主との綿密な情報交換などによる洋上給油船の運航コスト削減に努めました

が、主要顧客である日本漁船の一部が漁場の変更に伴い、基地港にて補給を行ったために一時的に給油の需要が落ち

込んだ結果、売上高８億３千７百万円、セグメント利益２千９百万円となりました。 

  ④  船舶貸渡事業 

 船舶貸渡事業は、傭船料収入がUS$建てのため、円高の影響を大きく受け、売上高１億５百万円、セグメント損失

５百万円となりました。 

  ⑤  不動産事業 

 不動産事業は、売上高１百万円、セグメント利益０百万円となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債および純資産の状況 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ12億１千６百万円減少し、95億６千９百万円とな

りました。このうち流動資産は前連結会計年度末に比べ10億７百万円減少し52億４千７百万円となりました。これ

は、受取手形・海運業未収金及び売掛金４億９千４百万円などの減少があったことによるものです。固定資産は前連

結会計年度末に比べ２億９百万円減少し43億２千２百万円となりました。これは新船建造による建設仮勘定１億７千

８百万円などの増加があったものの、船舶で減価償却３億４千万円などがあったことによるものです。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ９億７千４百万円減少し、58億３百万円となりました。これは、流動負債で未払

法人税等２億１千３百万円、短期借入金１億９千６百万円などの減少、固定負債で長期借入金１億２千６百万円、社

債１億１千５百万円などの減少があったことによるものです。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ２億４千１百万円減少し、37億６千６百万円となりました。これは利益剰余金

２億５千６百万円などの減少があったことによるものです。 

 この結果自己資本比率は、前連結会計年度末より2.2ポイント増加し39.3%になりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



② キャッシュ・フローの状況  

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という）は、前第３四半期連結会計期間

末に比べて２億６千２百万円減少し９億８千４百万円となりました。また第２四半期連結会計期間末に比べ６千３百

万円増加いたしました。 

 その内訳は、営業活動による資金では第２四半期連結会計期間末に比べ、４億７千９百万円の収入（前年同四半期

５億５千２百万円の収入）となりました。これは仕入債務の減少額１億７千９百万円（前年同四半期は２億円の減

少）などがあったものの、その他の増加３億８千４百万円（前年同四半期は３千万円の増加）などがあったことによ

るものです。 

 投資活動による資金では第２四半期連結会計期間末に比べ、２億１千８百万円の収入（前年同四半期２億６千８百

万円の収入）となりました。これは貸付金の回収による収入３億５千１百万円（前年同四半期は３千３百万円の収

入）などがあったことによるものです。 

 財務活動による資金では第２四半期連結会計期間末に比べ、６億１千９百万円の支出（前年同四半期５億５千５百

万円の支出）となりました。これは短期借入金の純減少額６億５千５百万円（前年同四半期は５千万円の増加）があ

ったことなどによるものです。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

  平成23年３月期の連結および個別の業績予想を平成23年２月９日に修正いたしました。売上高は、海運事業におい

てインド洋の海賊活動が想定以上に活発になり、漁獲可能海域が制限されたこと、また漁船の休業などもあり減少し

ておりますが、洋上給油事業において燃油販売単価が上昇したため、ほぼ予想通りに推移しております。損益では、

海運事業にて蓄養まぐろ加工船の稼動は予定どおり進んでおりますが、例年10月から本格化する大西洋海域での漁獲

量が１月末時点においても未だ回復せず大幅な収益の落ち込みとなっております。貿易事業、洋上給油事業はほぼ予

定通りに推移しておりますが、海運事業での目標収益の達成が見込まれず通期の業績を修正しております。 



（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。  

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用   

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号  平成20年３月10日公表分）

及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号  平成20年３月20日）を適用

し、連結上必要な修正を行っております。 

これによる損益に与える影響は軽微であります。  

②「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

   第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

これによる損益に与える影響はありません。  

③四半期連結損益計算書における表示方法の変更 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第３四半期連結累計期間では「少数株主損益調整前四半期純損失」、当第３半期連結会計期間では「少数株

主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  

  

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結損益計算書 

（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

海運業収益 3,891,088 3,533,877

海運業費用 3,326,306 3,370,141

海運業利益 564,782 163,736

貿易業収益 2,541,201 2,294,320

貿易業費用 2,318,464 2,110,313

貿易業利益 222,736 184,007

洋上給油事業収益 2,392,412 2,719,124

洋上給油事業費用 2,304,814 2,651,960

洋上給油事業利益 87,597 67,163

その他事業収益 2,977 2,042

その他事業費用 647 682

その他事業利益 2,329 1,359

売上総利益 877,446 416,266

販売費及び一般管理費 507,842 476,343

営業利益又は営業損失（△） 369,603 △60,076

営業外収益   

受取利息 88,568 37,153

受取配当金 3,772 3,260

デリバティブ評価益 18,846 18,426

その他 2,213 7,743

営業外収益合計 113,400 66,584

営業外費用   

支払利息 102,322 83,311

為替差損 47,869 25,329

持分法による投資損失 7,293 528

その他 9,331 2,933

営業外費用合計 166,816 112,103

経常利益又は経常損失（△） 316,187 △105,596

特別利益   

貸倒引当金戻入額 8,985 14,748

固定資産売却益 68,713 －

特別利益合計 77,698 14,748

特別損失   

投資有価証券評価損 － 25,782

特別損失合計 － 25,782

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

393,886 △116,630

法人税、住民税及び事業税 177,127 6,358

法人税等調整額 43,486 25,603

法人税等合計 220,614 31,961

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △148,592

四半期純利益又は四半期純損失（△） 173,272 △148,592



（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 

 至 平成22年12月31日) 

海運業収益 1,298,934 1,274,544

海運業費用 1,056,662 1,047,939

海運業利益 242,272 226,605

貿易業収益 880,167 728,602

貿易業費用 804,982 683,557

貿易業利益 75,185 45,045

洋上給油事業収益 1,004,422 837,249

洋上給油事業費用 956,810 804,803

洋上給油事業利益 47,612 32,446

その他事業収益 1,018 492

その他事業費用 215 215

その他事業利益 803 277

売上総利益 365,872 304,374

販売費及び一般管理費 191,697 160,471

営業利益 174,175 143,902

営業外収益   

受取利息 13,829 9,697

受取配当金 938 799

デリバティブ評価益 15,717 3,233

その他 136 558

営業外収益合計 30,622 14,289

営業外費用   

支払利息 31,167 26,475

為替差損 8,129 131

有価証券評価損 3,847 －

持分法による投資損失 13,139 2,330

その他 5,521 971

営業外費用合計 61,806 29,909

経常利益 142,991 128,283

特別利益   

貸倒引当金戻入額 2,107 5,200

固定資産売却益 68,713 －

特別利益合計 70,820 5,200

税金等調整前四半期純利益 213,812 133,483

法人税、住民税及び事業税 82,203 183

法人税等調整額 32,886 7,090

法人税等合計 115,090 7,274

少数株主損益調整前四半期純利益 － 126,209

四半期純利益 98,721 126,209



（２）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,096,399 1,243,982

受取手形・海運業未収金及び売掛金 2,210,523 2,704,826

有価証券 17,600 28,756

商品及び製品 275,065 237,983

原材料及び貯蔵品 264,956 296,858

立替金 343,289 614,306

その他 1,063,531 1,162,903

貸倒引当金 △24,106 △35,178

流動資産合計 5,247,260 6,254,438

固定資産   

有形固定資産   

船舶（純額） 3,217,944 3,555,283

建物及び構築物（純額） 173,682 180,415

その他（純額） 17,668 7,413

土地 316,107 315,784

建設仮勘定 178,082 －

有形固定資産合計 3,903,485 4,058,897

無形固定資産 4,254 5,014

投資その他の資産   

投資有価証券 108,223 129,144

長期貸付金 69,956 83,918

繰延税金資産 125,463 124,860

その他 111,275 183,335

貸倒引当金 △247 △53,391

投資その他の資産合計 414,671 467,866

固定資産合計 4,322,410 4,531,778

資産合計 9,569,671 10,786,216

負債の部   

流動負債   

海運業未払金及び買掛金 824,963 1,009,301

1年内償還予定の社債 190,000 310,000

短期借入金 761,000 957,140

未払法人税等 3,806 217,368

賞与引当金 6,250 24,333

役員賞与引当金 7,500 28,000

繰延税金負債 15,809 －

その他 257,359 256,221

流動負債合計 2,066,688 2,802,364



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

固定負債   

社債 315,000 430,000

長期借入金 3,020,100 3,146,850

退職給付引当金 166,001 162,006

役員退職慰労引当金 141,569 129,458

その他 94,140 107,738

固定負債合計 3,736,811 3,976,053

負債合計 5,803,500 6,778,417

純資産の部   

株主資本   

資本金 890,000 890,000

資本剰余金 961,593 961,593

利益剰余金 1,963,907 2,220,631

自己株式 △14,851 △14,577

株主資本合計 3,800,648 4,057,647

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 11,352 15,901

繰延ヘッジ損益 △94,354 △111,352

為替換算調整勘定 48,525 45,603

評価・換算差額等合計 △34,476 △49,848

純資産合計 3,766,171 4,007,799

負債純資産合計 9,569,671 10,786,216



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

393,886 △116,630

減価償却費 402,559 352,606

持分法による投資損益（△は益） 7,293 528

貸倒引当金の増減額（△は減少） △50,375 △64,215

賞与引当金の増減額（△は減少） △16,674 △18,083

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 1,000 △20,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,751 3,995

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12,378 12,111

受取利息及び受取配当金 △92,340 △40,413

支払利息 102,322 83,311

有形固定資産売却損益（△は益） △68,713 －

有価証券評価損益（△は益） △873 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 25,782

デリバティブ評価損益（△は益） △18,846 △18,426

為替差損益（△は益） 54,318 61,729

売上債権の増減額（△は増加） 319,118 570,331

たな卸資産の増減額（△は増加） 280,751 7,046

前渡金の増減額（△は増加） 598,044 114,807

仕入債務の増減額（△は減少） △235,876 △175,787

その他 267,479 314,915

小計 1,959,202 1,093,107

利息及び配当金の受取額 37,379 36,918

利息の支払額 △103,760 △82,493

法人税等の支払額 △343,978 △223,350

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,548,843 824,182

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 50,000 －

有形固定資産の取得による支出 △13,815 △204,984

有形固定資産の売却による収入 427,046 －

貸付けによる支出 △490,000 △970,000

貸付金の回収による収入 663,668 922,046

その他 △843 △1,372

投資活動によるキャッシュ・フロー 636,056 △254,309

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △600,000 △255,000

長期借入れによる収入 385,000 350,000

長期借入金の返済による支出 △682,110 △417,890

社債の償還による支出 △695,000 △235,000

配当金の支払額 △89,765 △107,607

その他 △122 △274

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,681,998 △665,772

現金及び現金同等物に係る換算差額 △47,724 △51,677

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 455,177 △147,577

現金及び現金同等物の期首残高 792,080 1,131,992

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,247,258 984,415



該当事項はありません。   

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日） 

 （注）１．事業区分は主たる業務内容によって区分しております。 

２．各事業の主な内容 

(1）海運事業……超低温冷蔵船運航及び超低温冷蔵船傭船業務、蓄養まぐろ加工運搬業務、船舶貸渡業務 

(2）貿易事業……輸出入貿易業務、冷凍まぐろ輸入代行業務、冷凍まぐろ販売業務 

(3）洋上給油事業……漁船向け燃油給油業務 

(4）その他事業……不動産賃貸業務   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
海運事業 
（千円） 

貿易事業 
（千円） 

洋上給油 
事業 

（千円） 

その他事業
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は 
全社 

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対する 

売上高 
 3,891,088  2,541,201  2,392,412       2,977  8,827,680       －  8,827,680

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
      －       －      －       2,520       2,520 (2,520)       －

計  3,891,088  2,541,201  2,392,412       5,497  8,830,200 (2,520)  8,827,680

営業利益  395,125  104,246       78,939       2,863  581,175 (211,572)  369,603

  
海運事業 
（千円） 

貿易事業 
（千円） 

洋上給油 
事業 

（千円） 

その他事業
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は 
全社 

（千円） 

連結 
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対する 

売上高 
 1,298,934  880,167  1,004,422       1,018  3,184,543       －  3,184,543

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
      －       －       －       840       840 (840)       －

計  1,298,934  880,167  1,004,422       1,858  3,185,383     (840)  3,184,543

営業利益  181,038       20,668       44,632       980  247,319 (73,143)  174,175



〔所在地別セグメント情報〕  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日） 

 （注）国又は地域の区分は国によっております。 

〔海外売上高〕  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日） 

  （注）１．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域に所在する販売先への売上高であります。 

２．国又は地域の区分は、国によっております。 

３．その他の地域には大韓民国、ベトナム社会主義共和国、マルタ共和国などが含まれております。 

  
日本 

（千円） 
パナマ 

（千円） 
台湾 

（千円） 
計 

（千円） 
消去又は全
社（千円） 

連結 
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  8,464,175  356,321  7,183  8,827,680  －  8,827,680

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 76,919  670,521  8,234  755,676 (755,676)  －

計  8,541,094  1,026,843  15,418  9,583,356 (755,676)  8,827,680

営業利益又は営業損失（△）  574,435  △1,410  △7,418  565,606 (196,003)  369,603

  
日本 

（千円） 
パナマ 

（千円） 
台湾 

（千円） 
計 

（千円） 
消去又は全
社（千円） 

連結 
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  3,064,748  113,424  6,369  3,184,543  －  3,184,543

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 24,777  175,030  2,601  202,409 (202,409)  －

計  3,089,526  288,455  8,971  3,386,952 (202,409)  3,184,543

営業利益又は営業損失（△）  241,243  1,245  △674  241,814 (67,638)  174,175

  台湾 その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）       1,546,308       1,914,479       3,460,787

Ⅱ 連結売上高（千円）  8,827,680

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  17.51       21.69       39.20

  台湾 その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）       511,687       716,954       1,228,642

Ⅱ 連結売上高（千円）       3,184,543

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）       16.07       22.51       38.58



〔セグメント情報〕  

１．報告セグメントの概要 

  当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日  至平成22年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間（自

平成22年10月１日  至平成22年12月31日）   

  当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。 

 当社グループは本社に事業・サービス別の部門を置き、各部門は、事業の内容について国内及び海外の包括的

な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは、業務部門を基礎として業務・サービス別のセグメントから構成されており、

「海運事業」、「貿易事業」、「洋上給油事業」、「船舶貸渡事業」及び「不動産事業」の５つを報告セグメン

トとしております。 

 「海運事業」は、超低温冷蔵船の運航及び傭船業務、蓄養まぐろ加工運搬業務をしており、「貿易事業」は、

輸出入貿易業務、冷凍まぐろ輸入代行業務、冷凍まぐろ販売業務をしており、「洋上給油事業」は、漁船向け燃

油給油業務をしており、「船舶貸渡事業」は船舶貸渡業務、「不動産事業」は、不動産賃貸業務をしておりま

す。 

   

   ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）  

（注）１. セグメント利益の調整額206,520千円には、セグメント間取引消去2,520千円、各報告セグメントに

        配分していない全社費用204,000千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属 

        しない一般管理費であります。  

     ２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。  

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結
損益計算書
計上額   
（注２） 

海運事業 貿易事業 
洋上給油 

事業 
船舶貸渡 

事業  
不動産事業 計 

売上高             

外部顧客への売上高  3,200,927  2,294,320  2,719,124 332,949  2,042  8,549,364  －  8,549,364

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 －  －  － － 2,520  2,520  (2,520)  －

計  3,200,927  2,294,320  2,719,124 332,949  4,562  8,551,884  (2,520)  8,549,364

セグメント利益     

又は損失（△） 
 35,102  69,268  58,599  △18,520 1,994  146,444 (206,520)  △60,076



 当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日） 

（注）１. セグメント利益の調整額71,229千円には、セグメント間取引消去840千円、各報告セグメントに 

        配分していない全社費用70,389千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属 

        しない一般管理費であります。  

     ２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

      ３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

          該当事項はありません。 

  

       （追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号  

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用   

指針  第20号 平成20年３月21日）を適用しております。  

該当事項はありません。 

  

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結
損益計算書
計上額   
（注２） 

海運事業 貿易事業 
洋上給油 

事業 
船舶貸渡 

事業  
不動産事業 計 

売上高             

外部顧客への売上高  1,168,601  728,602  837,249 105,943  492  2,840,889  －  2,840,889

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 －  －  － － 840  840  (840)  －

計  1,168,601  728,602  837,249 105,943  1,332  2,841,729  (840)  2,840,889

セグメント利益     

又は損失（△） 
 179,908  10,879  29,129  △5,230 446  215,132  (71,229)  143,902

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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